
日本海における大規模地震に 
関する調査検討会（2013）

山形県沖の地震の 
地震のメカニズムと発生場について

1993年7月12日　Ｍ7.8　北海道南西沖地震

1983年5月26日　Ｍ7.7　日本海中部地震

1964年6月16日　Ｍ7.5　新潟地震

1940年 8月2日　Ｍ7.5　神威岬沖地震

気象庁資料

災害理学研究部門　遠田晋次



山形県沖の地震の 
地震のメカニズムと発生場について

災害理学研究部門　遠田晋次

1993年7月12日　Ｍ7.8　北海道南西沖地震

1983年5月26日　Ｍ7.7　日本海中部地震

1964年6月16日　Ｍ7.5　新潟地震

1940年 8月2日　Ｍ7.5　神威岬沖地震

岡村（地質学雑誌，2010）



Okada & Ikeda, JGR, 2012

反転テクトニクス：引張場（正断層型）から東西圧縮場（逆断層型）へ

Toda & Kondo (2004)



地震調査研究推進本部（2019）に加筆 日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）

F34: 想定Mw7.7

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2019)

日本海東縁部の地震・震源断層の評価

北海道西方沖 
M7.5前後 
ほぼ0％

北海道南西沖 
M7.8前後 
ほぼ0％

青森西沖 
M7.7前後 
ほぼ0％

山形県沖 
M7.7前後 
ほぼ0％

新潟県沖 
M7.5前後 
ほぼ0％



東北地方太平洋沖地震後に
若干低調になった地震活動



東北地方太平洋沖地震は 
今回のような内陸側の 

逆断層型の 
地震発生を抑制していた

Toda et al., EPS, 2011

東北地方太平洋沖地震による主要活断層・プレート境界への応力変化



M≥6.7: Tr=620 yr

微小～中規模地震の 
規模別頻度分布から 
M6.7以上の地震は 
数百年に一度



6月20日までの余震震央分布

1964年新潟地震の初期
余震域（~破壊域）との

関係．

Toda & Stein, BSSA, 2018

日本海中部，北海道南西沖の 
余震活動もまだ継続中



（今のところ）低調な余震活動

6月21日までの余震震央分布（すべてのM)

震央から半径50km以内



日本海における大規模地震
に関する調査検討会

（2014）

国土地理院（2019）

震源断層モデル

影響を受ける側の 
断層モデル

F34断層の中央部浅部に数bar程度の応力増加．未破壊の北部にも負荷．


